
 

労災疾病等医学研究「高血圧性心疾患」について 

 

 

  近年、心不全患者が急増していますが、その原因は多岐にわたります。

高血圧が原因の心不全では、心収縮能は保たれているにもかかわらず拡張

機能が低下する例と、極端に心機能が低下する例が認められています。 

  令和６年度から開始した研究「左室駆出率が低下した心不全を呈する高

血圧性心疾患に関連するバイオマーカーの同定と早期診断・治療戦略の開

発」では、心不全を発症した高血圧患者において、特定の遺伝子が心機能

低下に関与するかを検討しています。 

  将来的に心機能の低下が予測される高血圧患者を同定することで重症

心不全発症予防に寄与できる可能性があります。 

  本研究により、現時点では明らかでない高血圧の心筋線維化に及ぼす分

子メカニズムが解明できれば、発症予測アルゴリズムの構築、新薬の開発

など、さまざまな臨床応用に道を開くことができます。高血圧を指摘され

る勤労年代において遺伝子レベルでの解析が進むことで、より早期からの

治療介入が可能となり将来的に心機能が低下して発症する心不全のリス

クを低減することが期待されます。 

 

本研究詳細については以下 URL からご覧ください。 

https://www.johas.go.jp/kenkyu/rosaisippei13bunya/tabid/2538/Default

.aspx 

※これまでご案内していた労災疾病等医学研究普及サイトは、令和７年９

月 25 日に閉鎖し、労働者健康安全機構ホームページ内へ移設・統合いた

しました。ご面倒をおかけいたしますが労働者健康安全機構ホームページ

から情報をご確認いただきますようお願いいたします。 

 

労働者健康安全機構ホームページ「労災疾病等医学研究・開発」 

https://www.johas.go.jp/kenkyu/rosaisippei13bunya/tabid/398/Defau

lt.aspx 
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